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Ⅰ　はじめに

　中央教育審議会は、2016年12月に「幼稚園、小学
校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要
領等の改善及び必要な方策等について（以下、答申）」
を具申し、これを受け2017年3月には小・中学校の学
習指導要領（以下、新学習指導要領）が、同年6月には
小学校学習指導要領解説が、7月には中学校学習指導
要領解説が告示された。小・中学校新学習指導要領の
総則の第3章第1節3では1）2）、学校における体育・健
康に関する指導、いわゆる学校健康教育が学校の教育
活動全体を通じて適切に行われることが明記されてい
る。また、同節の教育課程の編成の中では、各学校に
おいて「各教科の特性を活かしつつ、教科等の横断的
な視点から教育課程の編成を図るものとする」として
いる。この教科等を横断する現代的な諸課題に対応し
て求められる資質・能力の一つとして、答申では「健
康・安全・食に関する力」が挙げられている3）。
　この健康・安全な社会づくりに必要な資質・能力の
育成にあたっては、上述した学校健康教育が中核を占
めるが、その一翼を担う保健体育科の目標は4）5）、「体
育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合
理的な解決に向けた学習過程を通して、心と体を一体
として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し
豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を

育成することを目指す」とされ、「体育や保健の見方・
考え方」が新設された。答申では全教科にわたって、
その教科を学ぶ本質的な意義の中核となる「見方・考
え方」を明らかにするとともに重視されている。その
うち「保健の見方・考え方」としては、「疾病や傷害を
防止するとともに、生活の質や生きがいを重視した健
康に関する観点を踏まえ、個人及び社会生活における
課題や情報を、健康や安全に関する原則や概念に注目
して捉え、疾病等のリスク軽減や生活の質の向上、健
康を支える環境づくりと関連づけること」が求められ
ている。
　ヘルスプロモーションという言葉は用いられていな
いが、「生活の質（Quality of Life：QOL）や生きがい
を重視した健康」はヘルスプロモーションの目的であ
り、「健康を支える環境づくり」はヘルスプロモーショ
ンの戦略である。このことは、新学習指導要領下での
学校健康教育活動においては、ヘルスプロモーショ
ンの観点からの改善が求められていることを示唆して
おり、これまで以上に教育現場では、ヘルスプロモー
ションについて理解を深める必要がある。
　ヘルスプロモーションとは、1986年のオタワ憲章
で「人々が自らの健康をコントロールし、改善するこ
とができるようにする過程」と定義され、先進国を中
心に注目されるようになった6）。その後2005年のバン
コク憲章では、「人々が自らの健康とその決定要因を
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コントロールし、改善することができるようにする過
程」と定義された7）。この定義では、生活者づくりと
しての健康教育と環境づくりとが相俟って健康をつく
る過程であることを示すとともに、その最終目標が理
想の生き方の実現となっている。さらに、ヘルスプロ
モーションは人々の健康の格差をなくし、各人が平等
かつ公正に健康を確保でき、生活の質を向上できるこ
とを目指している。そのため、最終目標が理想の生き
方の実現となっている。
　生活の質については、学校現場での教育が困難、理
念はわかるが実際の活動としてどのようにすればよい
のか、などこれまで多くの現場教員からの声を聞いて
きた。その疑問に答えるべく、筆者らは生活の質の内
容を具現化するために、生活の質と目標の有無との関
わりについて調査したところ、日常生活で目標を持っ
ている子どもは生活の質が高いことが明らかとなっ
た8）。さらに、目標が見つからなくても、生活習慣を
ある程度規則正しくすることで、夢や目標が見つかる
ことが報告されている9）。
　生活の質の構造については、Green LW10）や Ian 
M et al11）などの多くの研究者によって報告されてお
り12）13）、その中身として、満足感、達成感、自己有能
感、Self-Esteemなどが挙げられている。これらのうち
Self-Esteemは、自尊感情や自己肯定感などと訳され
るが14）、これは学校の教育活動全体を通して高めてい
くべきであり、近年では文部科学省でもその旨が示さ
れている15）。筆者らのこれまでの研究によると、Self-
Esteemは自己効力感（Self-Efficacy）、即ち行動の遂行
に対する自信と強い関連がみられており、自己効力感
を高めることでSelf-Esteemが高められる可能性を報
告した16）。つまり、自分の得意な分野の自己効力感を
高めることがSelf-Esteemを高め、最終的には対象者
の生活の質を高めることに繋がると考えられる。
　このある特定の場面における自己効力感として、今
回は運動有能感に視点をあてた。運動有能感とは、岡
沢ら17）によると「運動場面における自信」と定義さ
れており、その構成要素として「身体的有能さの認知
（自己の運動能力に対する肯定的認知）」、「努力による
運動行動の認知（努力や練習によって運動をどの程度
遂行できるという認知）」、「受容感（運動場面で仲間や
教師から受け入れられているという認知）」の3因子が
挙げられている。また、運動有能感は学習意欲や運動
意欲に大きな影響を与えることが報告されており17）、
子どもの自発性や学習意欲を引き出すと考えられる。
　さらに大城戸ら18）によると、小学生で運動有能感の
高い者はストレスが低いことを、松平ら19）は心と体が
一体として相互に関連し合うことで努力や克服あるい
は仲間との協同を含む学校全体で取り組む運動領域全
般への意欲向上に大きな役割を果たすこと、そして学
校生活を中心とする生活全般への積極性と適応感に貢

献することを報告している。また、運動を好意的に評
価している者は、学校生活に対しても好意的に評価し
ていることも報告されている20）。これらの報告から、
運動有能感と学校生活満足度にも何らかの関係がある
と推測される。
　そこで本研究では、Self-Esteemが下がりはじめると
いわれている中学生を対象として14）、運動有能感と学
校生活満足度、Self-Esteemとの関連を検討し、生活の
質を高めるための基礎資料を得ることを目的とする。

Ⅱ　方法

1．調査時期・対象者
　2016年12月に、愛知県2校、静岡県2校、三重県2校
の公中学校に通う中学1、2年生1,414人（男子725人、
女子689人、1年生697人、2年生717人）、を対象に自
作の無記名自記式の質問紙調査を行った。調査は集合
形式で行い、一斉回答を得た。また、調査を行う際は、
プライバシーを十分に配慮し、教員による机間支援を
しないようにするとともに、調査用紙は封筒に入れて
もらい、さらに密封してもらってから回収した。なお、
有効回答者は1,263人で有効回答率は89.3%であった。

2．調査内容
　調査内容は、基本属性3項目（学年、性別、部活動
について）、学校生活満足度尺度（21項目）、運動有能
感尺度（12項目）、Self-Esteem尺度（10項目）である。
2.1．部活動について
　部活動への所属の有無を尋ね、所属していると答え
た者に対しては、運動系部活動か文化系部活動かを尋
ねた。
2.2．運動有能感尺度
　岡沢ら（1996）16）による運動有能感尺度を使用した。
3因12項目で構成されており、主な質問項目は、身体的
有能さの認知「運動能力がすぐれていると思うなど」、
努力による運動行動の認知「練習をすれば必ず技術や
記録は伸びると思うなど」、受容感「一緒に運動する友
達がいるなど」である。これらの項目について「全くあ
てはまらない〜よくあてはまる」の5件法で評価した。
2.3．学校生活満足度尺度
　小杉（2014）21）による学校生活満足度尺度を使用し
た。6因21項目で構成されており、主な質問項目は、友
人関係因子「悩みを話せる友達がいるなど」、安心感因
子「クラスに居づらいと感じることがある（逆転項目）
など」、社交性因子「友達が話しているところに気軽に
入ることができるなど」、生活満足因子「学校生活に満
足しているなど」、教師支援因子「困った時に助けてく
れる先生がいるなど」、家族支援因子「私の家族は仲が
良いと思うなど」である。これらの項目について「全く
あてはまらない〜よくあてはまる」の5件法で評価した。
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2.4．Self-Esteem尺度
　Rosembergが開発したSelf-Esteem Scale（1965）22）

をMimura & Griffths（2007）23）24）によって日本語訳さ
れたものを使用した。主な質問項目は「私はだいたい
自分に満足している、私にはいくつかの長所があると
感じているなど」の10項目である。これらの項目につ
いて「強くそう思わない〜強くそう思う」の4件法で
評価した。

3．分析方法
　データの分析には統計ソフトSPSSver.23.0Jを使用
し、各尺度を得点化した後、χ 2検定、1要因分散分析、
2要因分散分析（第１水準：性別、第2水準：学年）お
よび重回帰分析（強制投入法）を行った。

4．倫理的配慮
　調査の実施にあたっては、対象中学校管轄の教育委
員会と、中学校校長および教務主任に本調査の趣旨を
説明し、調査への協力に対して承諾を得た。また、調
査票の冒頭にも本調査の趣旨を記載し、対象者本人に
も本調査の趣旨が伝わるようにした。さらに、対象者
本人が調査への協力に同意するか否かを答える回答欄
を設け、これに回答した上で調査を実施した。質問紙
調査協力の同意が得られなかった場合には、その場で
調査を打ち切るように配慮した。
　なお、調査の実施にあたっては愛知教育大学倫理委
員会の承諾を得て実施した。

Ⅲ　結果

1．対象者の属性
　本研究の分析対象者は1,263人であり、その内訳は、
男子652人、女子611、1年生606人、2年生657人であ
る。さらに細分すると、1年生男子313人、1年生女子

293人、2年生男子339人、2年生女子318人である。
　このような対象者に、部活動の所属の有無について
尋ねたところ、所属者は75.3％（951人）であり、うち
運動系部活動所属者は59.8%（569人）、文化系部活動
所属者40.2%（382人）であった。これらの割合につい
て、地域、性別、学年の差を確認したところ（χ 2検定）、
性別のみ有意差がみられ、男子の方が女子に比べて運
動系部活動所属者の割合が有意に高かった（χ 2=3.57、
p=0.02）。
　さらに、運動有能感、学校生活満足度、Self-Esteem
の得点について、地域、性別、学年の差を確認したと
ころ（1要因分散分析）、性別（F=2.56〜4.78）および
学年（F=3.02〜6.21）に有意差がみられた。

2．各尺度の得点
2.1．運動有能感尺度
　運動有能感の因子別の得点について性別（2）×学年
（2）の2要因分散分析を行った。その結果、Table 1に
示すように運動有能感尺度の「具体的有能さの認知」
に有意な学年の主効果（F=6.42、p=.012）がみられ、１
年生の方が2年生よりも有意に得点が高かった。また
性別の主効果も有意であり（F=12.42、p=.000）、女子
の方が男子よりも有意に得点が高かった。
　一方、「努力による運動行動の認知」は、学年の主
効果のみ有意であり（F=4.13、p=.043）、１年生の方が
2年生よりも有意に高い得点だった。また、「受容感」
も学年の主効果のみ有意であり（F=4.01、p=.046）、１
年生の方が2年生よりも有意に得点が高かった。なお、
すべての因子において交互作用はみられなかった。
2.2．学校生活満足度尺度
　学校生活満足度の因子別の得点について2要因分散
分析を行った。その結果、Table 2に示すようにすべて
の因子で学年差がみられ（F=5.71〜21.52）、1年生の方
が2年生に比べて有意に得点が高かった。さらに家族

Table 1．運動有能感尺度の2要因の分散分析（Grade × Gender）

身体的有能さの認知 努力による運動行動の認知 受容感

Junior High Scool Students Mean SD Mean SD Mean SD

Boys（n=652）

　First Grade（n=313） 12.54 5.04 15.92 3.87 15.65 5.15

　Second Grade（n=339） 11.14 4.47 15.02 4.16 14.77 3.85

Girls（n=611）

　First Grade（n=293） 10.57 4.51 15.31 4.00 15.89 3.46

　Second Grade（n=318） 10.01 4.48 12.56 4.87 14.78 5.98

Grade F=6.42* 1>2 F=4.13* 1>2 F=4.01* 1>2

Gender F=12.42*** B>G

Grade × Gender

*p<.05、***p<.001 
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支援因子では、女子の方が男子に比べて有意に得点が
高かった（F=3.29、p=.031）。なお、すべての因子にお
いて交互作用はみられなかった。
2.3．Self-Esteem尺度
　Self-Esteemの合計得点について2要因分散分析を
行ったところ、学年の主効果（F=14.21、p=.000）がみ
られ、１年生の方が2年生に比べて有意に得点が高かっ
た。また性別の主効果も有意であり、男子の方が女子
に比べて有意に得点が高かった（F=7.21、p=.008）。

3．運動有能感と学校生活満足度およびSelf-Esteem
との関わり
　運動有能感の3因子を目的変数、学校生活満足度の
各因子、Self-Esteemの合計得点を説明変数として重
回帰分析を行った。これらの関係を検討するにあた
り、交絡因子として性別、学年、運動系部活動への所
属の有無を説明変数のリストに加えた。なお、運動有
能感と学校生活満足度の得点およびSelf-Esteemとの
間には相関関係がみられることが予測されたが、VIF
は1.077～1.976とそれほど高くなかったため、説明変
数として投入することが可能であると判断した。
　その結果、Table 3に示すように運動有能感のすべ
ての因子で有意差がみられた（adjR2=.28〜.49）。特に、
「努力による運動行動の認知」については、学校生活満
足度のすべての因子およびSelf-Esteemと有意な関わ
りが認められた。一方、「受容感」は学校生活満足度の
中でも、友人関係や社交性、教師支援、保護者支援と
いった対人適応に関する因子と、「身体的有能さの認
知」は安心感や生活満足といった因子と強い関わりが
みられた。
　なお、運動有能感尺度の各因子は、交絡因子の学年
と運動系部活動所属の有無と、「身体的有能さの認知」
は性別と関わりがみられた。

Ⅳ　考察
　本研究では、中学生を対象として運動有能感と学校
生活満足度およびSelf-Esteemとの関連を検討するこ
とにあった。
　まず、運動有能感の得点について2要因分散分析を
行ったところ、すべての因子で1年生の方が2年生よ
りも有意に得点が高かった。これは岡沢らの先行研究
と同様の結果であり、発達段階別に運動有能感の得点
をみると、小学生や大学生では得点が高いものの、中
学生や高校生では低くなっている17）。年齢が低い者ほ
ど、体育の授業等で上手にできる、努力すればできる、
友達が応援してくれるといった体験を多く経験してい

Table 2．学校満足度尺度の2要因の分散分析（Grade × Gender）

対　人　適　応 環　境　適　応

友人関係 安心感 社交性 生活満足 教師支援 家族支援

Junior High Scool Students Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD

Boys（n=652）

　First Grade（n=313） 15.93 6.19 12.03 5.72 7.23 3.86 13.29 5.87 13.93 5.37 8.02 3.98

　Second Grade（n=339） 14.49 5.87 10.32 4.85 5.98 2.47 11.74 5.53 12.03 4.87 6.23 2.24

Girls（n=611）

　First Grade（n=293） 15.78 6.23 12.25 5.78 7.43 4.02 13.49 5.36 13.45 5.09 9.73 4.12

　Second Grade（n=318） 14.32 5.94 10.75 5.32 5.90 3.89 11.85 5.87 12.13 4.54 7.98 4.36

Grade F=6.47* 1>2 F=9.67** 1>2 F=13.74*** 1>2 F=21.52*** 1>2 F=8.87** 1>2 F=5.71* 1>2

Gender F=3.29* B<G

Grade × Gender

*p<.05、***p<.001

Table 3．運動有能感の各因子を目的変数とした重回帰分析

運動有能感

身体的有能さの
認知

努力による
運動行動の認知 受容感

性別 -.185 * -.113 -.101

学年 -.147 * -.195 * -.247 **

部活動 .213 * .295 ** .262 **

学校満足度

　友人関係 .195 * .356 *** .493 ***

　安心感 .293 ** .184 * .006

　社交性 .189 * .331 ** .092 **

　生活満足 .331 ** .354 *** .015

　教師支援 .009 .184 * .191 *

　家族支援 .008 .295 ** .221 *

Self-Esteem .221 * .388 *** .312 **

adj R2 .283 ** .493 *** .476 ***

*p<.05、**p<.01、***p<.001
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ると考えられる。また、中・高校生では運動の競技性
も高まり、試合など他者と比較する機会が増えること
からできなかったという経験が生まれ、運動有能感を
下げるのではないかと考えられる。
　さらに、身体的有能さの認知の項目では男子の方が
女子に比べて有意に得点が高かった。これも先行研
究と同様の傾向であり17）、他の先行研究ではスポーツ
種目のイメージには性差があることが報告されてい
る25）。運動有能感の性差については、もともと男子が
潜在的に持ち備えている生理的な要因が影響している
のか、運動は男子のイメージなどといった社会的な
ジェンダーバイアスが働いているのかについて今後詳
細に検討していく必要がある。ただ、先行研究では「受
容感」も性差があることが報告されており、その点も
含めて詳細に検討をしていく必要がある。
　次に、学校生活満足度およびSelf-Esteemの得点に
ついてみると、こちらもすべての因子で１年生の方が2
年生よりも有意に高い得点だった。竹下らの先行研究
でも、学校生活スキルや学校満足度は1年生の方が2年
生よりも得点が高い結果が出ており26）、１年生は入学し
たばかりでやる気や満足度が高い生徒が多いことや、
学年が上がるにつれて自分の将来や高校受験に向けて
の不安を持つ時期であるために、得点が低かったので
はないかと考えられる。なお、従来の調査から、中学生
は成績や進学などに関する悩みを多く持つことや27）、
中学生は小学生に比べて学業についてのストレッサー
を高く評価していることが報告されている28）。
　このような対象者について、運動有能感と学校生活
満足度およびSelf-Esteemとの関わりをみるために重
回帰分析を行った。その結果、運動有能感の「努力に
よる運動行動の認知」については、学校生活満足度の
すべての因子およびSelf-Esteemと有意な関わりが認
められ、「受容感」は学校生活満足度の中でも対人適応
に関する内容と、「身体的有能さの認知」は環境適応の
内容と関わりがみられた。「努力による運動行動の認
知」は努力や練習によって運動をどの程度遂行できる
かという認知であり、練習や努力によって目標や課題
を達成することで成功経験や自信を高め、そのことが
学校生活満足度やSelf-Esteemを高める可能性が考え
られる。
　これに対して、「受容性」は「一緒に運動をしよう
と誘ってくれる友達がいる」、「運動をしているときに
先生が励ましたり応援してくれたりする」など運動場
面で仲間や教師から受け入れられているという認知で
ある。この得点が高い生徒は、運動を通して友人や教
師、家族との関係を築いていく可能性があるため、学
校生活満足度の中でも対人適応に関する内容との関わ
りがみられたのではないかと考えられる。また、友人
と良い関係ができているほど、一緒に励まし合った
り、アドバイスを送り合ったりできることも考えられ

る。一方、「身体的有能さの認知」は「運動能力がす
ぐれていると思う」など自己の運動能力に対する肯定
的な認知であり、この因子の得点の高い生徒は運動能
力の高い生徒であると考えられる。先行研究では県大
会、全国大会、国際大会など競技レベルの違いや、レ
ギュラー、準レギュラーなどといったチーム内の地位
の違いによって自己肯定感の得点に差があることが報
告されている29）。そのため、本研究でも競技能力が高
いと認知している生徒は満足感やSelf-Esteemと関わ
りがみられたと考えられる。
　なお、運動有能感のすべての因子は運動系部活動へ
の所属の有無とも関わりがみられた。運動有能感が運
動場面における自信であることから、運動部に所属し
て日常的に運動経験をしている者の方が、そうでない
生徒に比べて運動有能感が高いのではないかと考えら
れる。

Ⅴ　まとめ

　愛知県内の中学生1,414人を対象として自作の無記
名式質問紙調査を行い、運動有能感と学校生活満足度
およびSelf-Esteemとの関連を検討した。主な結果は
以下の通りである。
1）‌�運動有能感の各因子について2要因分散分析〔性別
（2）×学年（2）〕を行った結果、すべての因子で1
年生の方が2年生に比べて有意に得点が高かった。
また、身体的有能さの認知因子に関しては男子の
方が女子よりも有意に得点が高かった。

2）‌�学校生活満足度とSelf-Esteemについても2要因分
散分析を行った結果、すべての因子で、1年生の方
が2年生に比べて有意に得点が高かった。また、家
族支援因子とSelf-Esteemは女子の方が男子に比
べて有意に得点が高かった。

3）‌�運動有能感と学校生活満足度およびSelf-Esteemと
の関わりをみるために重回帰分析を行った結果、
運動有能感のすべての因子と関わりがみられた。
特に、「努力による運動行動の認知」については、
学校生活満足度とSelf-Esteemすべてで有意な関
わりが認められた。

 　�　一方、「受容感」は学校生活満足度の対人適応の
各因子と、「身体的有能さの認知」は環境適応の各
因子と関わりがみられた。

　以上のことから、運動有能感の「努力による運動行
動の認知」については、学校生活満足度とSelf-Esteem
で強い関わりが認められ、「受容感」は学校生活満足度
の対人適応と、「身体的有能さの認知」は環境適応と関
わりがみられた。
　今後は運動有能感を高めていくような、多角的なア
プローチを検討していきたい。
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